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1.細

1) 狸紅熱多発要因に関する調査研究（継続）

本研究は，昭和47年度から，本県に多発する狸紅熱の

予防対策に資することを目的として，多発要因を溶連菌

の細菌学的，免疫学的調査によって解明すると共に，溶

連菌感染を契機とするリウマチ熱や腎炎などの続発疾患

についても調査を行ってきた．本仔度は，①M抗体の測

定方法，R県内における A群溶辿菌の薬剤感受性試験と

分離菌型について調査を行った．

① M抗体の測定方法について．

A群溶連菌の感染防禦抗体として作用するM抗体を指

標とする A群溶連菌の血清疫学調査に使用できる PHA

抗原を作製し，人血泊中のM抗体の検出方法を検討する

菌 科

目的で， A群溶連菌T-12型菌のMタンパクについて調

査した．その結果，（イ）．菌体の酸加熱抽出で得られた粗

Mタンパクから， DEAEセルロースと CMセルロース

カラムクロマトグラフィーにより Mタンペクを精製する

ことかできた．（口）． PHA抗原作製時のMタンパクの感

作呈は 1叫の10％固定羊Jfll球塁たり O.J2哨が至適であっ

た．い）．健康者 110名の血清中のM-12抗体とT-12抗

体を測定し，それぞれの検出状況をみてみると， T抗体

陽性でM抗体陰性のものは 8％であったが，逆にM抗体

陽性でT抗体陰性のものは39％であった．（二）．この PH

A試験は， A群溶連菌の血清疫学調査に使用できること

が示された．この調査結果は， Microbial. Immunol. 

26 (7) 611 -615 (1982) Iこ詳報した．

表 L 溶連伯莞剤感受tIL試験成績（昭和55年4月～昭和57年2月）

T 型 I菌株数
| I l―1GI+It1 □,— 

CEX CER 

I" I -0」 I+I — I 干 I 廿 I+

CM  I TC 

―,tit1 1-1 □ 1-I I I廿I+,―

4
-
6

＿， 冒 ，
 

121 48 1 48 

13 

14 

25 

28 口
B:2641 7: I 7: 

1

]

L

e

M

 

9
＿
ー
＿

1
-

炉
3
-
2
-
5
＿
ー
＿

2
＿
71

9
＿
ー
＿

1
-
4
8
-
3
＿
2
-
5
a i 

，＿
1
-
l

＿8
-
3
 

4
 

1
-
2
-
2
 

7
 

2
 
5
 | I -• --
1 

□17 

に
J

口

I 

|7:_J 

1
 

二
T 型 l菌株数

4
-
6

＿， 

9
-
1
-
1
 

!|| |+ 1+ 1 - 1門門＋， 7 1 2 」
ー

4ー

11

GM  OM  I EM  I J M 

ー，舟廿十—十什廿十一柑i 1-i +,— 

91 I I I 9 

□,-・—- 1 

ー

，
 、．

ー

ロ2 

呵19|39| 1 

MDM 

1口，一

i 
, l l l 

121 48 I 391 9 14 I 3 I 11 30 I 14 I 1 I 21 31 I 14 I 11 3 I 30 I 12 

l

[

-

3

口1

21 34 

13 

14 

25 

28 

B 3264 

計

ー□[ 
3
＿
ー
＿

5

□] 
3
-
1
-
5
 

?

]

 

31 21 301 371 1 

3
[

口
1
-
2
3
7
 □
 

?

]

 

3
 

口
り

□
 

2

」La 3
 

?

]

 21 35 

- 27 -



② 県内におけるA群溶連菌の薬剤感受性試験と分離

菌型について．

（イ）．昭和55年4月から昭和57年2月の間に分離したA

群溶連菌72株について， 3濃度トリディスク（栄研製）

法により，薬剤感受性試験を実施した．その結果，表1.

の如く，薬剤PC,CEX, CERに対しては，供試菌

72株とも，最も強い感受性（丹）を示したが， TCに対

しては 1株， LCMには30株， OMには32株， EMには

31株，JM,MDMには35株がそれぞれ耐性を示した．

（口）．昭和56年度に分離したA群溶連菌は32株であるが，

その菌型は， T-4型 1株， T-12型9株， T-13型2

株． T-14型4株， T-25型6株， T型不明10株であっ

た．

2)サルモネラ菌の生活環境汚染実態に関する調

査研究（継続）

近年，サルモネラ感染症の増加傾向が論議されている

が，この背景として輸入畜産物の増加，食肉をベースと

する食生活の欧米化，ヒトの国際交流の活発化などに伴

う多種多彩な菌型の浸淫が指摘されており，事実，家畜

やペット，あるいは食肉や加工品，さらに下水や河川な

どのサルモネラ菌汚染と菌型の多様化が進捗している．

表2. サルモネラ菌分離成績

検体採取地点 被検数 陽 性 数 分離率（矧

河
N(l1（下水） 48 25 52.1 

JI! 
No 2 48 17 35.4 

No. 3 48 12 25.0 
下

No. 4 48 16 33.0 
水

No. 5 48 3 6.3 

計 240 73 30.4 

検体名 被 検 数 陽性数 分離率囮

牛 肉 10 

゜ ゜食
豚 肉 10 2 20.0 

鶏 肉 10 3 30.0 

肉 トリモッ 10 

゜ ゜ホJレモン 10 1 10.0 

計 50 6 12. 0 

犬 糞 便 100 4 4.0 

このようなことから． 50年度から県内の生活環境内の

サルモネラ菌汚染実態調査を行ってきたが． 56年度は河

川，下水，食肉および犬の保菌検査を実施した．その結

果表 2．の如く．河川と下水から27種類の菌型のサルモネ

ラ菌が 113株（分離率30%)が検出された。特に腸チフ

ス菌が分離株の11.5彩を占め．今後の伝染病対策上，注

目された．また食肉からは 5菌型6株（同12%),犬糞

便からは 3菌型4株（同 4彩）が検出された．

なお， 57年7月にこれまで (50~56年度）の成績を中

間報告としてまとめ，関係機関に通知し．その活用をは

かった．

3)キャンピロパクター菌の生活環境内浸淫実態に関

する調査（新規）

近年， Campylobacter Jejuniが散発性の下痢や腸

炎，あるいは集団食中毒の重要な起因菌として注目を集

めてきている．

これらの原因の多くは汚染された水や食品などを介す

るものであるが，同時にヒトからヒトヘの感染（特に小

児間），あるいは本菌は人畜共通感染症の病原であるこ

とから，犬猫，鶏，豚，牛，野鳥などからの感染も成立

する．

菌型数 菌採数 主 要 菌 型

12 39 S. typhimurium 

11 27 (1 7. 7彩）

， 17 C1 :G:-

13 27 (1 3. 3彩）

2 3 S typhi 

27 113 (1 1. 5 %) 

菌型 株 数

S. london : 1 
S. derby : 1 

S. bareilly : 2 
S. braenderup : 1 

S. typhimurium : 1 

S. infantis : 2 
S. virchow : 1 
S. cerro : 1 
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このことから，県内における浸淫実態を明らかにすべ

く，本年度から調査を開始した．調査対象は①人畜共通

感染症の立場から56年7~8月に，犬 100頭と豚 100頭

（豚は同時に食品衛生の立場から）および②人への浸淫

状況を間接的に観察するため56年5月～57年3月に毎月

1回採取した下水22検体である．調査の結果．犬からは

12彩，豚からは54鬼下水からは27.3％の分離率で C.

jejuni菌が分離され，かなり高率に浸淫していることか

明らかとなった．

4) 畜水産物中の残留抗生物質検査（継続）

近年，家畜，家禽，養殖魚の飼育には，微生物感染予

表3. 畜水産物中の残習抗生物質検査成績表

防のため，多量の抗生物質を添加した飼料が用いられて

いる．しかも，飼料に添加された抗生物資が畜水産物中

に残留することが確認されたことから人体に及ぼす影響

が懸念されている．このようなことから，我々は昨年度

から本検査を実施している。検査方法及び試験菌は「畜

荏物中の残留物質検査法ー第 1集と第 2集」 （昭和52年

8月，厚生省）にもとずいて定性的検企を行った。検体

と被検抗生物質は表 3．の如くであるか，検体の養殖鯉は

身と内臓に分けて検査した c，その結果は，表 3．に示す如

く，捉池鯉からは抗生物質は検出されながった．

検体名 生産地，｀検＼`f、濯＼、‘蝉；物質名 オキシテトラサイクリン‘
クロルテトラサイクリン クごと^ロ・ →ラ—― ムフェニコール

' 

淡水魚 身

（鯉）
昭和町

内 臓

身
II 昭和町

内 臓

身
/I 秋 田市． ―`― し一

内 臓
. 

身
／／ 横丁：市 ＇ 

内 臓

身

” 八郎潟町
内 臓
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2. ウ ィ ｝レ ス 科

1) ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究

（継続）

県内で唯一のウイルス感染症の総合的検査機関として，

調査研究を実施し，ウイルス感染症の予防対策に資して

きた．

56年度中に県内に発生したウイルス性疾患からの病原

検索実績は表 1に示したとおりであるが．概略すると以

下のとおりである．

表1. ウイルス感染症の病原分析実績

検 体 採 取 機 関
（合診率断決定計彩） 

保健所・衛研 一般病院 微生物感染症定点観測

被検患者数 139 名 36 名 416 名 591名

① インフルス ① インフルエンザ インフルエンザB型

呼
ンザB型： 97 B型： 27多 百アデ日咳ノ菌ウイルス : 40 
名 ② RSウルス : 19 

吸 ② RS g イル : 1名 コクサッキーA群ウイルス : 14 

器
ス： 4 ェコーウイルス : 14 

A群溶連菌 : 11 313名
系 診 断病 原 コクサッキー B群ウイルス : 6 

疾
単純ヘルペスウイルス : 5 (53.0 %) 
インフルエンザAH3 : 4 

患 : 3 
RSウイルス : 1 
ムンプス イヽルス : 1 
B群溶連 : 1 

被検患者数 1 名 110 名 111名

発 I g 単 ウイルス

: 15 稔<<名
疹

溶連菌 : 11 
ウイルス : 11 

性 ウイルス : 3 46名

疾
診断病原 ヘルペス : 2 

アデノウイルス : 1 (41.4彩）
患 コクサ鎮ット球キウ球菌ーA群ウイルス

: 1 

請号 菌
: 1 
: 1 

被検患者数 2 名 129 名 131名

消 単純ヘルペスウイルス

化
ロータウイルス : 11 
キャンピロバクター : 11 

器 アデノウイルス : 10 

系
サルモネラ菌 : 4 59名

診断病原 エコーウイルス : 3 
疾 インフルエンザB型 : 3 (45.0 %) 

患
: 2 

コクサ連ッキーA ウイルス : 1 

Aポ群リ溶オウ菌イルス I型
: 1 
: 1 

脳系
被検患者数 8 名 30 名 38名

神疾 インフルエンザB型 凰ムンプスウイルス : 1 3 名急 17名
経患 診断病原 : 1名 ェコー25型 : 2 

(44.7%) 単純ヘルペスウイルス : 1 

その 被検患者数 6 名 24 名 30名

霜 診断病原 魯単純ヘレ奴： 1急魯アデノウイルス : 3 名名 ( 206.0名彩）アデノウイルス： 1 インフルエンザB型 : 1 

A ロ 被検患者数 139名 53 名 710 名 902名

計 病原診断 101 魯 31 食 310 急 441名
(72. 7)  (58.5) (43. 7 (48.9 %) 
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呼吸器疾患ではインフルエンザウイルス B型り患者が

最も多く，県下に流行した集団カゼはB型に起因したこ

とが明らかとなった．さらに，定点観測調査では大館地

区でインフルエンザAH3（香港）型が侵淫していたこ

とも明らかとなった．すなわち， 57年度にはAH、1 型に

よる流行が予測されるわけで，これば定点観測渦査の大

きな収獲であった．また，例年になく RSウイルスの侵

襲が著しかったことが推定された．

発疹性疾患で病原診断されたウイルスは，風疹ウイル

スに起因するものが最も多く，次いで， A群溶連菌，麻

疹，水痘の順であった．―方消化器系疾患では単純ヘル

ペスウイルスによる口内炎か最も診断率が高かった．下

痢症関係では，春から夏にかけてキャンピロバクター，

夏期は腸管系ウイルスとアデノウイルス，夏から秋にか

けてサルモネラ菌，冬期はロータウイルスと季節によっ

て病原が変遷する傾向があった．

脳神経系疾患ではエコーウイルス25型に起因すると推

定された無菌性髄膜炎が観察された．また，単純ヘルペ

スウイルスによる脳炎，レイ症候群疾患児からのインフ

ルエンザウイルス B型の分離などか注目された．

その他の疾患では眼科領域てのアデノウイルス，単純

ヘルペスウイルス分離による病原診断が主なものであっ

た．

2) エンテロウイルスの疫学的調査研究（継続）

県内に侵襲する腸管系ウイルスを早期に把握し，本ウ

イルスによって惹起される種々の疾患を疫学的立場から

解析しようとするものである．

今年は毎年，夏期に流行するヘルプアンギーナ紅的を

しぽり，その病原について解析した．すなわち，病原と

してのコクサッキーA群ウイルスは 2型， 5型， 6型，

10型と 4種頬にも及び，なかでも 6型が主流行株であっ

た．昭和51什良からの調査成糾もあわせ，本誌 (P57) 

で報告する．

3) 咽吐下痢症のウイルス学的研究（継続）

96名の検査材料について病I京分析を行った．検出され

た病原は細歯性，ウイルス札と多彩であった．すパわち，

ロータウイ）レス11名 (11.5%),キャンピロハクタージ

ェジュニイ 11名（ 11.5%),アデノウイルス10名 (10.4

%)'サルモネラ菌 4名（4.2%),ィンフルエンザB型

3名 (3.15も），ェコーウイルス 3名（ 3.1%),コクサ

ッキーウイルス B2型 2名（ 2.1 %），ポリオウイルス

m型 1名（1.0%)の計45名 (46.9%)から病原が分離

された．季節的消長を観察すると， 4~6月はキャンピ

- 31 

ロバクタージェジュニイ｛こよる下痢症か主流であり， 7 

月はエコー，コクサッキーのいわゆる，腸管系ウイルス

による下痢と，アテ｀ノウイルス， 7~10月はサルモネラ

に起因するものであった．さらに， 1~2月の冬期間は

ロータウイルスによる乳児下痢症というパターンであっ

た．i羊湘は本誌上 (P67)で報告する。

4) インフルエンザ流行予測感染源調査（継続）

57年 1月末から 2月までに集団カゼで採取した78名に

ついて感染源調査を実施した．

ウイ）レス分離にはふ化鶏卵とMDCK名叫胞を併用した．

また，血清学的検査は赤血球凝集抑制反応試験と S抗原

を用いた補体結合反応により行った． 78名中31名(39.7 

ら）からウイルスが分離され，すべてインフルエンザB

型と同定された．一方，ペア血清による血清学的検索て

は78名中70名 (897ち）がインフ）レエン,fウイルス B型

罹患と確定又は推定された．

集団カゼの検体からは，ウイルス学的，血清学的に他

U)インフルエンザウイ）レス罹患は証明されなかっt．す

はわち，昭和56年度，虹下に流行したインフルエンザの

主なる病原はB型であったことか明らかとなった．

5) ポリオ流行予測感受性調査

わか国のポリオ応閃する状況を把握することを目的と

して，昭和56年 7月大曲市内で採取した人血清 174検体

について，ポリオウイルスに対する中和抗体価を測定し

応平均抗体保有率はII型， 94.8免と最も高く， I型，

73 6“• III型は 63,8％と低率であった．年齢群月Ij！こみ

ると• II型は全仲齢群に免疫の獲得か確忍されたか，し

かし， I型は 4~5歳群，またIII型は 6~10歳群に免疫

保有の大きな谷が認められた．すなわち， I,III型につ

いては今後とも監視していく必要かある．とくに， Ill閲

については15歳以下の什齢群で保育率か低く，十分信＋1

ーヘイランスが必要てある。さら応，ワクチン製込株の

問題も含め，今後とも調査研究が必要である．詳細は本

誌上 (P79)で報告する。

6) 日本脳炎流行予測調査（継続）

7月下旬から 9月下旬にかけて秋田畜産公社（河辺町）

で採取した，生後 6カ月前後の県産と畜豚 333頭につい

て，日本脳炎ウイルスしり汚染度を淵杏した．平均I-IA!

抗体保有率は前‘;「度 29％に比較し，いく分高く 60冗

であった．

また，その陽性時期は 8月中旬から 9月末まで認めら



れ， 9月上旬の一頭から 160倍の抗体が検出され，しか

も2-ME感受性が陽性であった．すなわち，ごくわず

かではあるが，一部に日脳ウイルスの侵襲があったこと

が確認された．その他の陽性例はすべて10倍の抗体価で，

ワクチン由来と推定された．

3.食品衛生科

1)有害化学物質の汚染に関する衛生学的調査研

査

A)人体脂肪中の残留有機塩素系物質の含有量調査

目的

食物連鎖を通じて有機塩素系物質は終末点である人体

に蓄積されるのでその実態を調査し健康管理に資する．

実績概要

0検体母乳

0実施件数 7件

0結果 調査した全検体から PCB,BHC, DDT 

が検出された． PCBは最低 0.01ppm,最高0.03

ppm,平均0.02士0.01ppm,組成は五塩化物が主

体であった．総BHCは最低0.022ppm,最高 0.0

91 ppm,平均 0.051士0.028ppm,で(:J-BHC

がその大部分であった．総DDTは最低0.017ppm,

最高0.069ppm,平均 0.050士0.019ppmでpp'-

DDEがその大部分であった．

B)合成樹旨製容器包装に伴う有害化学物質の調査

目的

今回はポリスチレン系樹脂製容器包装の材質で問題に

なっている揮発性物質及び重金属の含有量の実態を調斎

し，安全確保に資するものである．

実績概要

o検体 発泡ポリスチレン樹脂製のスナックめん容器

0実施件数 20件

0結果資料として (P107)で報告する．

C)食品中の環境化学物質とその摂取量

イ）日常食品中の重金属と人体摂取量

目的

重金属類による環境汚染の人体への影響を評価する指

標として，日常食品中の重金属量と人体摂取量の実態を

調査するものである．

実績概要

0検体 昭和55年度，阿仁町，大森町で春秋の 2回陰

膳方式で得られた 1日分全食品（主食，副食別）

0 実施件数阿仁町春20件，秋18件

大森町春21件，秋21件

0結果表 1．に示す．又52年から54年まで 3ケ年の東

由利町，雄和町についての成績は資料として (P99

）報告する．

ロ）日常食品中の硝酸塩，亜硝酸塩含有量と変異性

物質について

目的

化学的発癌因子ニトロソアミンとの関連で一方の供給

源として注目されている日常食品中の硝酸塩．亜硝酸塩

量とその摂取量の実態を調査する．さらに食品中に存在

する変異性についても調査する． （栄養科と共同研究）

実績概要

0検体 大森町，阿仁町の飲料水，日常食

0実施件数飲料水：硝酸塩，亜硝酸塩検査を含む水

質試験， 大森町20件，阿仁町22件

日常食：日常食品中の硝酸塩，亜硝酸塩検査，大森

町産野菜春53件 秋59件，阿仁町産野菜春31件

秋61件

摂取量：大森町春22件 秋21件，阿仁町春20件

秋18件

o結果表2．に示す．
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表1. 食事中（ 1日分）の重金属摂取量（る士 0)

3
3
 

銅 (mg) 亜 鉛 （訊9) カドミウム （叩） 鉛 （叩） マンガン (mg) 

米 飯 副食
総

米飯 副食 摂総取量 米飯 副食 摂総取量 米飯 副食 摂総取量 米飯 副食 摂総取量摂取量

I ｛阿~ 男 10名
0 74 0. 94 1.68 4.38 6 73 11 12 0.02 0 02 0 04 0.01 0.04 0.05 3 36 2.18 5.54 

寸： 024 士0.30 士0.46 土1.28 t 2 35 上 296 士002 士0（〕］ 十パI02 + 0. 0 1 士0.02 士002 上 090 士0.79 士0.93
~` 

女 10名
0 3g 0 6:3 1.01 2.36 4. 95 7 31 0.01 0 01 0 02 0.00 0.03 0 04 I. 92 1. 46 3.38 

士016 上025 士0.27 士0.85 士214 寸： I80 士0.00 士001 + 0 01 上0.00 士0.02 士002 士090 士0.62 士0.86

町 0.56 0. 78 1. 34 3.37 5.84 9.21 0.01 0.02 0.03 0.01 0 04 0.04 2.64 1.82 4 46 
計 20名 士0.27 士0.32 士0.54 士1.48 士2.42 士3.10 士0.02 士0.01 士0.02 士0.01 士0.02 士0.02 士1.16 士0.80 士1.40 

春

0.56 0. 78 1.34 3.93 5.32 9.25 0.02 0.03 0.05 0.01 0.03 0.04 2.69 2.41 5.11 
男 12名 士0.24 士0.27 士0.38 士1.77 士1.75 士2.50 士0.01 士0.04 士0.04 士0.01 士0.02 士0.02 士1.16 士0.50 士1.37

大

女 9名
0 49 (), 75 1.24 3.25 4 % 8 20 0.01 0 01 0 02 0.01 0.02 0.02 2 33 2.46 4.79 

森
士019 1+ 0 41 士0.51 士1.24 士281 上 33 0 士0.01 士001 + 0 01 -t 0.00 士0.01 士0.01 士061 土1.18 士1.26 

| 

l!IJ 0 53I • 0 77 1.30 3.64 5 16 8 80 0.02 0 02 I ， 0 04 0.01 0.03 U.03 2 54 2.43 4.97 
計 21名 士022 」:0叫 士0.44 仕1.60 I士228 + 2 ~12 士0.01 士003 士00,1 -t 0.01 士0.02 士0.02 上0.98 士0.86 士1.34 

i 
i 

男
0. 67 0. 90 1. 57 4.56 5.68 10.24 0 01 0.04 0.05 0.01 0.02 0.03 3.12 2.07 5.19 

9名 士0.18 士0.33 士0.37 士1.04 士1.32 士1.79 士0.01 士0.05 士0.06 士0.01 士0.01 士0.01 士0.94 士1.00 士1.35 
阿

0.42 0.97 1.38 2.83 5.68 8.51 0.01 0.02 0.03 0.00 0.03 0.03 1. 61 2.18 3.79 
仁 女 9名 士0.16 士0.32 士0.38 比1.12 士2.30 士2.65 士0.00 土0.01 士0.01 士0.00 土0.02 士0.02 士0.52 士0.59 士0.88

町 0 54 0 93 1.48 3.69 5 68 9 37 0.01 0 03 0.04 0.01 0 02 0 03 2.37 2.12 4.49 
計 18名 士022 士033 士0.39 仕1.38 上 l87 -1 2 42 士0.01 士003 士004 -!: 0. 01 士0.02 士0.02 士 l.07 士0.82 士1.34 

秋 ~--一~
-~• I 

： ＇ ・大
11名・

0 62 0 97 1.60 3.61 7 92 11 53 0.02 0 04 0.06 0.00 0.04 0 04 2. 75 3.60 6.34 
男 + 0 26 + 0 45 士0.52 仕1.18 + 4 37 上452 士0.02 士003 I士004 + 0.00 士0.01 士001 上089 士2.01 士2.44

0,44 I I 1,3Q 1.74 2.34 6.12 8.46 0.01 0.05 0.06 0.00 0.03 0.03 1.96 3.66 5.62 
森 女 10名 士0.16 士1.00 士0.99 士0.82 仕 2.47 比 2.32 士0.01 士0.06 士0.06 士0.00 士0.02 士0.02 士0.60 士1.65 士1.60 

町 0.54 1.13 1. 66 3.00 7.07 10.07 0.01 0.04 0.06 0.00 0.03 0.04 2.37 3.63 6.00 
計 21名 士0.24 士0.78 士0.78 比1.20 比 3.70 I± 3.95 士0.01 士0.05 士0.05 士0.00 士0.02 士0.02 士0.86 士1.85 士2.11



表2. Intake of the Nitrate per day 

Male (n = 10) 

Average Max. Min. S.D. 

N03- I 137.0 509.4 22.4 147.0 

Female (n = 10) 

Average Max. Mm. S.D. 

N03-

I 
116. 6 267.6 8.5 81.6 

Both (n =20) 

NO;-+A言
Max. Min. S.D. 

509.4 8.5 116.2 

July. 1981 Animachi 

Male (n = 9) 

｀ ［ Average Max. Min. S.D. 

333.3 476.0 lfi7. 4 91 8 

Female (n = 9) 

Average Max, !¥Jin. S.D. 

N03 329.4 655.4 70.1 198 1 

Both (n = 18) 

Average Max. Min. S.D. 

N03 331.3 655.4 70.1 149 8 

NOV. 1981 Ammach1 

4. 衛 生

1)放射能調査（継続）

目的：核実験による放射刊降下物の厨境へC')影曹を調

査し，また空間線量 (r線）を常時観測することにより，

県民の安介対策に資しようとするものてある．

結果：全且放射能は1村水（定時採水）が 1り5件．雨7)<

ちり（大型水盤による 1カ月毎）が12件，土壌・農畜産

物等が14件である。核柾分析は90Sr,131csかし壌・農畜

即物芍の各l1件！31Iが牛乳（原乳）の 6件である．空間

線量はシンチレーションサーベイによるものが12件，モ

ニタリング,I,ストが周年連続測定である．灼 Iはい学技

術庁の委託によるもので，詳細は資料・報文の部で報告

Male (n = 10) 

口ge Max. Min. S.D. 

N03 498.6 76.0 132.0 

Female (n = 12) 

Average Max. Min. S.D. 

N03 201. 7 783.1 51. 6 198 4 

Both (n =22) 

Average Max. Min. S.D. 

N o3― 206.4 783.1 51 6 167 7 

May. 1981 Omorimach1 

Male (n = 9) 

Average Max. ¥lm. s.丁）．

N03― ,354.2 822.6 83 26 209 2 
I 

Female (n = 12) 

Average Max. Mln. S.D. 

N03― %9. 6 1,093. 7 79 g 273 6 
I 

Both (n =21) 

八verage Max. Min. S.D. 

No3- 357.3 1.093. 7 79 8 242 3 

OCT. 1981 Omorimachi 

化 学 科

する．

だお上記の外に，J漿境中の放射能レベルを把握するた

め，前年度と同様に県内各地区の土壌，山菜，食事等の

品雀吃行：に．

2)温泉の適正な利用に関する調査研究（玉川温泉に

ついて）

A．目的

温度内容変動の実態を把j見するため，昨年度にSIき続

き，玉川温泉について調査した．
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表l. 玉川温泉

i幸訟 I
Na K S04 Cl F As Al 湧出畠

(mg/ l) (mg/ l) mg/ l) (mg/ l)'cmg/ l) (mg/ l) (mg/ l) (l /min) 

35,0 29 2 2,374 2,996 117 2 9 173 8,960 
I 

33.5 30 0 2. 502 2,978 115 2 1 i 173 l[J,300 

33,5 29, 6 2,431 2. 943 108 2 9 173 : 11,400 

33 5 30 0 2. 453 3,102 105 3 4 176 9,340 

32. 85 35 0 28 6 2. 422 3,031 112 3, 9 151 10,200 

1.1 33 6() i 35 0 I 28 6 I 2, 384 2 961J 110 2 6 157 8,930 

表 2 地熟閲発地域環培謁査（八幅平地区）
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表3. 地熱開発地域環境調査（小安・秋の宮地域）

温度 湧出量 蒸 発 電導度 硫酸’塩素 硫化 砒素 弗素 ホウ酸 ナト カリウム
月 pH 残留物 イオン．イオン

（ 水叩／ 素l ) 
リウム

（゚C) (l/min) （叩／ l）(μU/m) （叩／l)(1119/l) （叩／l)(mg/l) (mg/l) (111g/ l) （叩／L）

奥 5 75.0 5.6 6.6 1,100 1,410 141 280 126 ND  0. 7 14.2 109.0 36.0 

8 79.0 5.3 25.1 1,065 1,455 154 310 138 0.02 0.8 8.8 106.0 36.0 

山 10 75.0 4.2 7.6 1,029 1,470 182 277 78 ND  0.8 9.9 110.0 36.0 

農 5 69.5 2.5 6.5 914 3,200 398 ND  2 N D  0. 1 16.4 18.0 

明 8 71.0 2.0 8.7 1,518 3,720 875 3.5 1 0.01 0. 1 46.0 18.0 10.0 

館 10 62.0 2.4 7.1 1,045 2,985 615 2.0 3 ND  0. 1 43.8 17.0 9.6 

小 5 68.0 2. 7 20.0 619 1,390 206 ND  2 ND  ND 44.9 8.5 2.0 

8 72.5 3.1 35.1 352 695 102 2.0 1 ND  0. 1 11.0 7.0 1.0 

椋 10 56.5 3.0 28.4 335 964 151 3.5 2 0.01 ND 21.9 8.5 2.0 

"‘ 5 77.0 9.4 68.7 176 152 8 2.0 レ 0.01 0. 1 14. 2 34.0 0.8 
こ
し‘ 8 76.5 9.2 74.2 144 150 13 2.0 レ 0.01 0. 1 7.7 34.0 0.8 
の
村 10 76.5 9.2 73.2 142 153 14 ND  ／ 0.01 0. 1 11.0 34.0 1. 2 

i 
5 98.0 9.3 レ 1,015 1,330 68 284 し 0.25 3. 2 18.6 218.0 22.8 

8 98.0 9.0 I/ 970 1,330 149 275 し 0.24 3.5 14.2 224.0 23.4 

10 97.0 9.0 ／ 993 1,345 159 241 I/ 0.25 3.6 17.5 224.0 23.8 

鶴 5 55.5 7.7 I/ 600 818 99 142 ン 0.14 1.8 15.3 67.5 13.4 

泉 8 64.0 8.0 I/ 457 635 72 124 I/' 0.09 1. 4 8.8 63.5 9.0 

荘 10 63.5 7.7 I/ 666 937 103 168 I/ 0.18 2.2 11. 0 78.0 14.4 

大 5 97.0 9.5 35.2 913 1,170 119 231 3 0.11 3. 7 18.6 226.0 17.6 

8 95.5 9.1 12.0 879 1,190 133 213 3 0.22 3.2 15.3 226.0 17.6 

湯 10 98.0 9.2 24.7 902 1,170 126 177 3 0.07 3.8 28.5 226.0 18.6 

鷹 5 67.5 7.4 I/ 1,412 2,430 143 674 ン／ 0.26 0.9 24.1 382.0 52.0 

の 8 52.0 7.2 I/ 963 1,665 62 461 ／ 0.18 0. 7 11.0 276.0 37.0 

湯 10 68.0 7.3 I/ 828 1,485 61 323 ：／／ 0.19 0. 7 13. l 254.0 44.4 

湯 5 52.0 6.5 9.7 575 696 Trace 2.0 ン／ ND  3.5 26.3 67.5 5.6 

の 8 52.5 6.7 9.3 522 681 ” ND  ／ ” 3.4 21. 9 67.5 5.6 

又 10 51. 5 6. 7 8.0 550 706 ” ND  ン／
” 3.8 23.0 69.0 5.6 

稲 5 60.5 3.6 857 122 223 58 3.0 ／ ND  ND  11. 0 6.0 1. 2 

8 61.0 3.2 818 265 269 131 2.0 9/ 
” ‘’ 12.0 6.0 1. 4 

住 10 58.0 3.8 783 110 175 181 2.0 ／ ” ” 13.1 7.5 1.8 
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B. 調査概要

調査は，玉川の大噴において温度測定，採水を行い． 3)地熱開発地域環境調査

大噴より約 100m下流にある既存のトイを用いて湧出量

を測定した．これを融雪時の 5月から，降雪期前の10月 前年度に続き，八幡平地区及び小安・秋の宮地区の温

まで毎月 1回行った．測定項目及び結果は表1．に示す． 泉を対象に，地熱開発による影響について調査を行った．

なお玉川温泉の凋査は今年で 6ii:目になるが，ここ 1. 調査時期はいずれも 5月， 8月， 10月の 3回である．象吉

2年内容成分に今までと違った変化をきたしているので， 果を表 2., 3．に示す．

さらに調査を継続したうえで報告したいと考える．

5. 環 境 衛 生 科

1)重金属汚染の環境医学的調査研究（継続）

ー黒鉛炉原子吸光法における検量線法の検討，

血液試料の場合一

取し測定を行なった．

測定結果は表 1．に示す．

黒鉛炉原子吸光法による微拭金属の定量分析は，―•般

に検量線法て行なわれる．しかし血液試料の場合，標準

試料溶液と分析試料溶液の組成が違いすぎるため，従来

の検量線法では満足できる結果は得にくい．

そこで血中常在企属の中から仔存量の大きい Na, K 

およびFeの31湯イオンをとりあけ， Cd,PbおよひMn

の標準試料溶液の検量線の勾配に与える影響を検討して

飲料水中の各種の無機成分と脳血管疾患，心臓血管病

などによる死亡率との関係をもとめ，さらに飲料水中の

無機成分が人のミネラル摂取源として， どの程度の役割

を果しているかを明らか｛こすることを目的として，昭和

55年度および56年度に地方衛生研究所全国協議会がとり

あげた共同研究に当所も参加し， 2町の水道水の化学成

分と 4疾患の死亡率を調査した．結果は表 2.3．に示す．

調査方法

I健康と飲料7ドの無機成分に関する研究」実施要領に

横手盆地における地下水質の垂直分布を知るため雄物 従った．

川町の三地点を選び 3, 5, 10, 15m各層の地下水を採

いる．

2)県内不適飲料水の調査研究（継続）

3) 健康と飲料水の無機成分に関する研究（地研

全国協議会研究課顆）

表 l．掘削謁行（地下水道）

1,iり

后可I5 m' 

＾ ＇ 

- 37 -



表ー 2. 飲料水の検査成績

町 名 PH 蒸残留発物 K+ Na+ Mg 2+ Ca2+ Fe No2-N No3-N c£― 

昭 和 町 (n=!O)6.8士02167士 212.5士0216.8士0,67.0土0.310.2土1.70迅士004く0.001 3.6士0.930.3士2.9

八郎潟町 (n=lO)6.9土0.1 77士281.1土0.211.7士13 2.5士06 6. 7::i::0.4 O.!Ii::r:010 く0001 0.5士0.421.8士2.3

so-.; 総アル Pアル
溶珪 酸性 Zn Cd Cu Mn Pb As I Cr 出 PO~ Hg 電気伝導

カリ度 カリ度 率as/cm:

19.6土2.525.1士3.f く0.5 18.9土1.20.024士0.013< 0.001 <0.01 0.07±0ll5 く0.01 < 0.01 < 0.01 1004士0ffi く0.OO5 228土7.4

12.2土2.615.5土3.2 く0.5 12.4土0.70.023士0.018< 0.001 <0.01 <0.01 < 0.01 < 0.01 <0.01 <0.01 < O.OC6 131士3.4

表ー 3. 疾患別死亡率及びS.M.R （標準死亡比〕
（人口10万対）

-_ 

全 国 国 昭 和 町 八 郎 潟 町

死 亡 率

死粗亡率 死訂亡正率 死祖亡率 死訂亡正率（昭和50年） S.M. R. S. M. R. 

総数 39.4, 33.5 
42.4 

107.4 19 6 
20.0 

50.9 (30 7) (14.5) 
虚血性

48 4 25.9 
男 44.0 39.9 (35 9) 109 9 25 2 (19.0) 59.0 

心疾患
36 3, 14.5 

女 34.9 27.2 
C 25.6)I 104 I 14.3 (10.1) 41.4 

総数 89.2 86. 7 112 3 ) l 125 9 44 1 
45.6 

51.l (89.8 (33. 9) 

心疾患 男 92.1 I 87.7 
107 5 

116.8 45.4 
48.2 52.4 (86. 6) (35. 9) 

117.9 43.2 
女 86.4 85.6 (92 8) 136.6 42.9 (32.1) 49.9 

I 総数 17.8 13.8 19.7 110.8 12.2 
13.0 

73.3 (12 2) (9.3) 
高血圧

、 31.9 17.3 
男 15.9 23 9 (22 2) 201 3 15.1 (11.l) 108.7 

性疾患
5.9 9.6 

女 19.7, 39 (2 6) 30 0 9.5 (7.5) 49.1 

総数 156.7 238 3 
303 7 193 9 222.9 229.3 146.3 I 231. 7) (173.9) 

脳血管
340 6 247.9 

男 164.:3 275.2 (250.2) 207 3 237 0 (196.1) 150.8 

疾 患
266 7 211.9 

女 149.4 202.4 I (213.9) 178.5 209.6 (152.4) 141.8 

）は直l紅去
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6. 成 人 病 科

1) 脳卒中多発要因に関する研究（継続）

a.糖代謝異常と脳卒中発生との関連に関する研究

目的：糖代謝異常者に多発する脳卒中の要因を解析し，

その予防に役立てる．

方法：上記目的を達成するため，部落別単位に30歳以

上の住民を対象にフドウ糖負荷試験， lflい夜生化学検杏を

実施する．

調査地区：附秋田郡井川町，本荘市石沢地区．

実施人員：井川町67名，石沢地区22名．

実施期間：井川町一昭和56年11月］7日～18日，石沢地

区一昭相56年］ 1月12日．

結果：表 1．～表 2．のとおりである．

h. 動脈硬化の促進要因に関する研究

目的．．本県農村住民の動脈硬化の促進要因を，血盾指

肪酸柚成と栄義摂取状況から検討する．また，動脈硬化

の促進を予防するといわれる HDLーコレステロール1こ

ついても検討を加える．

方法：昨i卜にり1き続き，井川町と本荘市石沢地区て30

歳以上の男子付民を対象に，血汀，肥満，叩液生化学検

行と栄役に閲して追跡謁告をいなう．

表 l． 昭和56礼井川町GTT (50 q Glucose)男67名

□ /]どD8
叶 671 2!3.01,19!7311 16!2391 2!30 

* N: IE常唱 B: J:彰堺型 o:糖尿柄型

冨

一

2
,
U
-
l
-

□O°
。ロ
三

□
ロ

□
]
 

ロ

企

厨

応

賢

＊

結果：地域職域別1ごみた血清脂肪酸構成（第 1報）お

よび秋田牒村住民の血冷脂防酸構成と摂取指防との関連

について（第 2報）として資料の部で詞告( Pl ( 

P） した．

2) 高血圧，脳卒中の健康管理に関する研究

（継続）

a. 脳卒中予防のための健康管理方式に閑する研究

日的．．脳卒中予防対策の一環として次のことを検討す

る．

1． 脳卒巾とくに脳硬塞の危険のあるものを選別する

検診方法の検討．

2. 高血「I：者の事後指導，生1舌指導方法の検討．

3 脳砧中発症者の発症要因u)検汀．

方法： 1． 30歳以上の節虞器栢密検診，従来の検診で

嬰台府となっている者，要管理とばって（．，る者の追跡，

未受診者および新30歳とf；った者を重点にりなう．

2 血「「巡回樹談，生店指導を行店う．

3 脳心事故発症者を訪問応より，発症状・（兄謀査等を

i]なし＇，検診後の指導区）］を入れてし＼ ＜． 

凋香地区： 1 井Ill町と本荘市（石沢地区，北内越地区，1

の全住民．

2. 3.は井111町．

検杏項□:1 閂診， 1in圧，尿（杷，蛋白），血色索，

血市総蛋白，！（Il/]総コレステロー）レ，心屯図，眼底，栄

性巨取り）分析，総合診炉，その他を行ばう．

実枷入貝： l． iI III町 1,r).54名．本仕市（石沢地区，

北円越地区） 806名． 2. :iO名． 3.13名．

尖加期間： 1 ）|」ii町・ー昭和56什:4月15日～23日， 本

荘巾（石沢地区，比内越地に） •-昭和56{ 「 9 月 3 日～ 12

日． 2. 3 は昭和56•1| 1月～12}」.

表 3 昭相5以年伯環諮検診受診者の筐罪分類＊

II ! ]I] 地 I習 ヤI: 例数

゜
I 

！ 男 456 ]57 51 31 217 

井川町 I1I 女 598 281 72 25 221) 

叶 1,054 438 123 56 137 

:rI t / f＇:、1~i也~l~ ~ ] >1 I : al 

l 

358 ] 161 45 27 17(〕

448 178 i 60 26 184 

806 2り4l I 105 53 354 

* 0:胃心八・し I :詳過観察 II・．要指導（要主意）
Ill:咬 沢（要安静と入院加荒を含む）
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表4. 脳・心事故発症が疑われる初回調査訪問件数

（再発を含む）： 年二：令 把握区分
区分

門揺昌報誓レセプト死亡票
計

30~39 

゜゜゜゜゜40~49 1 

゜
2 

゜
3 

50~59 4 

゜
1 

゜
5 

男
60~69 2 

゜
1 

゜
3 

70~ 3 

゜
7 8 18 

計 10 

゜
11 8 29 

30~39 

゜゜゜゜゜40~49 

゜゜゜゜゜50~59 1 I 

゜
2 

゜
3 

女 60~69 1 2 

゜゜
3 

70~ 3 2 6 4 15 

計 5 4 8 4 21 

A ロ 計 15 4 19 12 50 

昭和56年1月～12月

結果．．1. 表3. 2. 表4. 3. 表5．のとおりである．

b. 膳卒中予防のための健康管理の効率化に関する研

究

目的：効率的な健康管理方法の検討として次のことを

行なう．

1. 30歳， 40歳代の悩卒中を予防するために健康管

理をはじめる年齢層を検討する．

2. 脳卒中発症率の高い職種の把握と，対策の検討．

方法：1. 中学3紅生およひ20歳代の循環器精密検珍

を行なう．

2. 職種別に検診所見を比校するため，出稼者， 日雇

労務者の循環器精密検診を行なう．

調沓池区：井Ill町，本荘市石沢地区．

実施期間と人員：1. 井川中学校一昭禾□56年5月12日，

84名．石沢中学校一昭和56年11月11日， 30名．

2. 出稼考り）検診および日厄労務者の検診一昭f□56午
4月15日～23日， 130名．

表5. 脳・心事故発症者の追跡調査訪問件数

昭和56年1月～12月

こ 30~39 40~49 50~59 60~6—~ -i~ 70~ 計

男

゜゚
1 2 3 6 

女

゜
（） 4 

゜
3 7 

計

゜゚
5 2 6 13 

7. 母 子 衛 生 科

1)先天異常発生原因に関する研究， （ハイリス

ク新生児追跡調査） （継続）

目的：本県の「不幸なこどもをうまない運動」の一環

として，ハイリスク児や，心身防害児の発生要因の予知

予防に役立てる．

方法：秋田大学医学部附属病院産婦人科で生まれ，出

性時異＇常かあり， （①体重2500g未満，②在胎37辿木満

⑧アプガースコア 6以下，④仮死，⑥奇型，⑥呼吸異常

⑦チアノーゼ，⑧II区吐，（虹）けいれん，⑩発熱，⑪置珀．

⑫その他特に異常状態で生れたもの），入院，加療を行

った児を対象として，出産前後の状況を把握し，年 1回

の健康診杏を行ないつヽ， 5歳主で追跡する．

なお，今年は，対照として， 5歳の正常児（秋田大学

侶学部附屈病院，およひ秋田赤—I字病院汁婦人科て生ま

れ，妊娠中，出産前後に特に問睡のない児）310名を，秋

川市就学児健診にあわせて調査した．

結果：調査対象 171名（昭和48年 1月～51年4月まで

の出'_1・児）の 5歳まての追跡健診は今年で全員終了した．

この中で，異冷所見，又は発廷に問題ありが21名 (12.3

形）で、さらに将来，社会生活に影響すると想定される

者 7名 (4.1鸞 Iであろ．

2) 母子保健管理に関する研究（継続）

a.母子保健管理システムとしての健診，保健指導の

効率化

目的；一般乳幼児保健指導や心身障孟児早期発見に1莫I

する母子保健管理システムについて，昭和47年より実施

のモテ｝レ町システム（神岡町）を，保健所単位として市

町村への展開方式を研究する．

方法：大曲保健所tょぃびに管内10市町村について，ネIII

岡町を核として，健診業務およひ研修会を行ない相互交

流（健吟方法，保健指蜀，事後拮置など）を行t;;_ぅ．今
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表 1 神岡町栄蓑調食（昭和56年 9月）

4

1

 

姓 月 身 体 ヵ
.±:↓ 、ネ工Jし 蛋白

動 脂 胃穂 ロコ 胃不多 ca Na Nac p FeI 'K Vit 当日 乳母ゥ I レ 飽 A B1 B2 C D プ 脂 ス 脂 ーミ
指 I 四 蛋 質 質 質 、1レテ 酸 相価 日）レ

名 令 長 重 数 ， g ， ， ， mg ， り mg mg g mg 阿g m9 LU 況g 訊g mg LU 量ク

207 I 

-9 

＇ 

1 佐 藤哲也 5月9日 66 7 8 17 8 4 2 6 5 r,X, r l 8 2 2 0 2 84 144 O、4 80 l JOO 434 0.1 0、1 54 

゜
2 黒JII 茂 6月6日 66 7 2 16 5 4341 12 ， 19 18 54 175 mI っD 1 0 275 209 0.5 283 4 100 1,182 0 3 〇̀5 47 3 

男 ！ 

3 今野 祐 7月3日 68 7 8 16 9 698 認 20 33 31 80 16 13 0 0 6 441 292 0.7 483 1 0 201 

｀ 
0.6 1. 4 68 

゜
4 佐 藤大輔 8月5[I 65 S (、l18 9 198 7 4 7 5 29 77 2.2 1 0 96 349 0 9 l'i9 1 包91 444 0.1 0.2 55 5 

5 佐藤 J市ビヽ 4月27U 61 6 () 16 1 577 15 15 29 29 66 0 12 3 0 5 439 213 0 5 351 7 0 2,212 0.5 0 8 3「‘，）1 () 

6 蒻井幹 ［・ 5月2日 57 5.2 16 0 522 1 4 DI I 27 27 58 3 11 4 0 5 :i!:l3 204 0 5 316 6 35 2,042 0.5 0.7 47 

゜
7 田口頁 J' 5月28日 65 7 6 18 [] 72 1 

゜
1 

゜
16 16 0 1 0 0 8 74 0.2 24 0 167 193 0.02 0.04 7 (J 

女

16 認8 富 樫明恵 8月19口 67 9 [I 20 l1 671 2[l 17 102 160 7 6 l (i 315 5 8 4 l. 5 4 1 2 8 580 
11, 

0 4 1.0 44 5 427 

， 今野恵理 9月17日 64 7 (i 18 6 636 17 6 28 11 82 155 4 2 2 8 81 69 ll 1 8 250 3 4 14 636 0 3 0 3 21 3 

10 今 千 秋 9月。 67 7 6 16り 760 24 認 35 33 88 157 13 8 1.8 475 397 1 0 480 8 179 2、3岱 0.6 1.0 56 3 

閂 10名中均 27 1581 53 5 2」93 79 41 69 34 309 :il 2 8 0 15 3 672 5,087 13.0 1,229 10.0 1,394 2,0団 1. 2 l. 6 104 89 
, --

最大 32 l B4 68 (l 2,839 1 () 1 67 叫 4B 4 :38 403 12 9 26 3 985 7応71 8 (l 1,572 13 8 2 ， 肉忍43,547 2 2 l. 9 252 354 
—- -- ←ヽー一

最 小 25 l'itl 46 ll 1,674 しr）「1 26 34 2l) 187 99 1 9 5.1 409 3. 369 9 () 8ぷ 6.2 872 1,274 0. 7 1. 0 38 3 



年は，東京大学医学部母子保健学教室上田礼子氏を講師

として，乳幼児健診スクリーニングの効率化を目的に，

デンバー式発達スクリーニング検査 DenverDevelop-

mental Screening Test (DDST)の研修会を実施した．

実施状況：神岡町乳児健診 119名（児 1名対年 4回，

8日）， 1歳6か月児健診81名（児対年 1回， 4日），

3歳児健診85名（児対年 1回， 2日）を実施，受診率は

いずれも 100％である．このうち，初回健診時点の事後

管理対象児は，乳児38名 (31.9 %), 1歳 6が月児18名

(22.2 %), 3歳児20名 (235 %)である．

成績：一部資料の部で報告 (P ) 

b.離乳食調査

目的：脳卒中予防の乳幼児期からの食生活の重要性に

かんがみ，その実態を把握し．保健指導に役立てる．

方法：モデル地区神岡町の乳児 (4か月～12か月）で，

発育や環塙に特に問題・ない児を10名（男女 5名づつ）選

定し，母親（10名）と共に 1日分の食事買上げにより調

査，実施時期 9月，栄捉科と共同．

結果：表 1．に示した。

C. 乳幼児健診の事後管理に関する研究

目的： 55年 9月に厚生省心身障害研究の一環として「

乳幼児健康珍査9h後措置のシステム化！こ関する研究」の

8. 栄

1) 栄養指導効果に関する研究（継続）

a.脳卒中特別対策地区の栄捉指導効果に関する研究

日的： ／悩卒中予防を図るため，県では昭和50年度より

脳卒中特別対策事業が実施されている．これがの事業に

対応して，食生活と栄低摂取状況を訓否し，効率的栄養

指導方法と，個人およひ集団レベルの改善効果を検討す

るものである．

対象・方法：対象は矢島町・昭和町の45~59歳の男120.

名・女 149名の 269名である．

栄養調査は昭和56年9月～10月，面接聞きとり方式に

より連続 2日間の調査を行な）た．

みそ (99検体）およびみそ汁 (257検体）の食塩濃度

は食塩濃度/lt（全研 •N A-01)で各保健所恨測定した．

みそは主に自家醸造みそについて，みそ汁は摂取時点

のから汁について調査した．

つけものは食塩濃度計（相模健康産業商会． sks-
01)とケ、ノト赤外塊水分叶で，且I)定した．

つけものは調査時点 (9月～11月）で最も多くつくり，

かつ，多く摂取している l種類を各11！帯より収集し，矢

島町 (25検体） ・昭和町 (48) ・稲川町 (28) ・西木村

(21) ・台川町 (33)の155検体について謁杏しに．

パイロノト県の指定を機に (55,56, 57年の3か年計画），

実態調査にあわせ，関係機関との連けいシステムについ

て，本見こふさわしい方策をたてる一助とする．

方法：前述の如く，厚生省より本県が委託をうけ，そ

の実施機関として，当科，公衆衛生課，および私円大学

医学部小児科教室と共同で行なうものである． 2年度と

して，下記について実施した．

(1 l 69市町村の乳幼児健診事後管理の現状をアンケー

トカ式て調査． （昨叶の13保健所胴査に文、］応して）

(2) 角館町曹大森町，神岡町の 3パイロット町の56年

乳幼児健診状況ならひ1こ， 54,55年の事後管理の状況に

ついて実態調査した．

成績：賓料の部で報告(p

3) 乳幼児身体発育調査（継続）

日的：昭和55年全国塁L幼児身体発育調査比あわせて．

本県の実態を調査するものである。今年は全国値（平均

値）との比較を行った．

方法：昨年収集された68市町村7060名（延13402名）に

ついて集計

成績：資料の部で報告（ P

至
食 科

鯖果：みその食塩銅度は表 1．に，みそ汁の食塩濃度に

表2．に示した．

つけものの食塩および水分濃度い表 3.iこ示したなお

昭和50年からのつけもの摂取量・つけもの摂取頻度など

の餅移を表 4.1こ示しに．

表 1 みそ食塩叫＇：度

NaCl 兄
地区名 N 

M 土 S.D. 最大値～最小値

矢島町 33 16.49:..:.. 3.74 27 0~10.4 

昭和町 66 15.04ナ 2.98 23.8~7.8 

2地区合計 99 15.52土 3.32 27.0~7.8 

表2. みそ汁食塩濃度

昭和56汀

昭和56年

NaCl ％ 
地区名 N 

M ± S.D 最）』｛直～最！」ヽ値

矢島町 120 0 92±0.28 1 80~0 47 

昭和町 137 l.01 -0.2fl 2.19~0.52 

2地区合計 257 リ97て 0.28 2 19 ~0  47 
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表3. つけもの食塩・水分濃度
昭和56年

> NaCl （％） Water （％） 
品 名 N 

M 士 S.D. 最大値～最小値 M 士 S.D. 最大値～最小値

な す 漬
， 6.66 土： 2.22 1 0, 7 1 ~4.05 79.4士 8.0 90.2~68.1 

矢
た ＜ あ ん 6 5.20土 3.01 ] 0, 6 2 ~2.50 84.6 J... 8 0 91. 6~70.3 

島 き ゆ う り消 4 2.64士1.02 4 37~ 1.~79 92.2 ニ 2.8 9 4, 2 ~87.3 

大 根 泊 2 2.76土 0.09 2.85~2.67 91.2 1 6 92.8~89.6 
町

平 均 25 4. 74 士 2.70 10. 71~ 1.55 85.6 土 8.4 94.2~68. l 

白 菜 漬 13 1. 69 土 0.68 3.13~0.85 94.0 土 0.9 95.6~91. 5 

昭 （白菜・人参漬） 5 2.06 土 0.80 3.13~0.85 93.8 土： 1. 3 95.6~91.5 

き ゆ う り潰 12 3.44 土1.65 6.52~0.90 90.2 士 4.5 95.8~78.5 

大 根 漬 ]] 2.25 士 0.64 3 40~ 1.18 92.8エ 2 5 95 2~86.7 

和 （大根・菊の化泊） 3 2.06士 0.67 2.80~ 1.18 94.1 0 4 94 6~93.8 
！ 

た ＜ あ ん 7 5.29土 2.57 11.05~2.47 85.4 8 0 97 1~69.9 

（いぶりたくあん） 2 8.68士 2.37 11 05~6.31 76.8 ニ 6 9 83 6~69.9 

町 な す 漬 2 9.70 士 0.71 10.41~8.98 76.2 土 4.6 80. 7 ~ 71. 6 

かぶ 應
（人参等入 2 1. 60 土 0.01 1. 61~ 1. 59 93.1 土 0.8 93.9~92.3 

平 均 48 3.30 土 2.54 11.05~0.85 90.3 土 6.5 97.1~69.9 

2 地 区 平 均 73 3.79 土 2.69 11.05~0.85 88. 7士 7.5 97.1~68. l 

な す 泊 12 5.47士 2.04 10 66~2.92 82.8 -- 4 6 87 2~73.2 

靡き ゆ う りば 11 2.38土 0.98 4 41~ 1.12 89.4_L 3 0 93 4~83.8 
町

平 均 28 3.65 士 2.20 JO 66~0.96 86.9 」_ 5.1 93 4~73.2 

白 菜 泊 ， 2.95土I.51 6 65~ 1.48 89.4 ± 2 5 93 6~85.5 

>大 根 漬 4 3.32 土1.47 5.69~ 1. 65 87.6 土 4.6 91.4~79.9 

平 均 21 3.00 士1.96 9.10~0.77 88.1 土 4.8 93.6~74.1 

大 根
合

漬 16 3.03 土 0.93 4.52~ 1.16 88.9 土 3.6 92.5~80.3 

白 菜 漬 8 2.43±0.54 3 34~ 1.41 91.8 ± 1 8 94 8~87.8 
JI I 

た ＜ あ ん 6 3.50士1.06 5 65~2.34 88.4土 2 8 02 5~83.8 
町

平 均 33 2.96 士 0.93 S 65~ 1.16 89.3 L 3 8 94 8~77.8 

3 地 区 平 均 82 3.21 士1.76 10 66~0.77 88.1 ニ 4 7 94.8~73.2 

大 根 偵・ 33 2.79士 099 5.69~ 1.16 90.2 J.:. 3. 9 95.2~79.9 

5 白 菜 潰 33 2.19 士1.09 6.65~0.85 92.1 土 2.5 95.6~85.5 

地 き ゆ う り潰 28 2.90 士1.39 6.52~0.90 89.7 土 4.4 95.8~77 8 

区 な す 漬 24 6.42 土 2.38 10.71~2 92 80.6 土 6.5 90.2~68.1 

分 た ＜ あ ん 19 4.69土 2.51 11 OS~2.34 86.1 _I_ 7 (〕 97 1~69.9 
l 

平 均 155 3.48土 2.26 | 11 05~0.77 88.4ニ 6 2 I 9 7 1 ~68.1 
-----』――
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表4. 秋田県食塩・つけもの・調味料摂取量および汁物・つけもの摂取頻度（農村・成人・ 1人 1日当たり）

昭 和 ． 
年 l 50 52 53 54 55 56 

＜大雄村・太田町・雄勝町・由利町＞

食 塩 ， 18.2士 5.9 15.5士 5.1 14.9士 5.1

つけもの g 107 土 80 84 土 67 87 土 78

しょうゆ g 24 士 12 23 士15 21 土 11

塩 g 0.8土 0.9 0.7土1.0 0.9土1.0

N 468 124 488 

馨
汁物・鍋物回 2.5 2.3 2.2 

つけもの食 2.1 2.0 1. 9 

N 468 124 488 

く合川町・西木村・稲川町＞

食 塩 ， 17.2士 5.9 11.4土 3.5

つけもの g 89 士71 60 土 51

し ょうゆ ， 25 土 14 23 土 12

塩 ， 0.8土 0.9 0.7土 0.8

N 364 191 

閂
汁物・鍋物回 2.3 1. 4 

つけもの食 1. 9 1.1 

N 363 191 

く八郎潟町・河辺町・南外村・平鹿町＞

食 塩 g 12. 7士 4.3

つけもの ， 68 士72

しょうゆ ， 24 士13

塩 g 0.6士 0.7

N 504 

悶
汁物・鍋物回 2.1 

つけもの食 1. 7 

N 504 

＜矢島町・昭和町＞

食 塩 g 12.6土 4.1

つけもの ， 57 土 64

しょうゆ ， 24 士 13

塩 ， 0.6土 0.8

N 263 

頻度I 汁物・鍋物回 2.0 

つけもの 食 1.3 

- 44 -



z
 

261 

竺

食

均＞

塩 g

つけものg

しょうゅ，

55 • 7町村

12.4土 4.1 12.4土 4.1

7

3

 

6

1

 

9

-

'

[

'

-

6

3

 

6

2

 

63 士 66

24 士 13

塩 g
 

0.7-i: 0.7 0.6土 0.7

ビも鍋：：

N 

695 

1. 9 

1. 5 

695 

958 

1. 9 

1. 5 

956 

•秋田県脳卒中特別対策地区 年度初めは指導開始時→指導中間時→指導終了時 (5年継続）

b.低塩栄養指導の基礎的研究（第7報）

＿低塩食生活に伴う「みそ汁」の評価一

秋田県の脳卒中予防対策として，栄養指導を重点的に

実施している．

その中で．昭和50年から低塩栄養指導が行なわれ，昭

和55年には，かなりの低食塩摂取水準に達した。

それら低塩食生活に伴い「みそ汁」の摂取が健康に好

ましい変化として評価できたので報告する．

品査内容，方法，結果については資料の部 (P167) 

で報告する．

c 低塩栄養指導の珪礎的研究（第8報）

ー全国の地域プロック別食塩摂取量一

食塩の国民 1人 1日当たり都道肘底別摂取量の成績は

報告されていない．また，国民 1人 1日当たりの食塩摂

取量については，昭和54年から厚生省が発表している．

昭和41年～55年について，全国プロック別および農家

・非農家世帯別の食塩摂取量と関連食生活・脳卒中死亡

率との関係について開乱行したので報告する．

調査内容，方法，結果については資料の部 (P171)

で報告する．

2) 秋田県の食生活パターンに関する研究（継続）

a.離乳期児と母親の栄養状況

目的：乳幼児期の食生活を把握し，正しい食事指導，

保健指導の参考とするため離乳食調査を前年度に引き続

き実施した．

対象・方法：秋田県神I[J’,j町の 4か月～ 9か月の男・女

児10名とその母親10名，合'1120名について昭和56年9月，

母子衛生科と共同で晶査した．

栄養調査は食事買上方式により lI]分の調査を行な）

た．

鱈里：表 5.~8．に示した。

b. 健康水準の異なる 2地域間の食生活に関する研究

目的：秋田県に多い胃がんと食生活の関連について検

討するものである。

対象・方法：対象は胃がん死亡高率の秋田県大森町と

同死亡低率の阿仁町の40~59歳の主として農業従事者，

男20名・女22名，合計42名について調査した．

栄褪謁査は食事買上方式によい、昭和56年 5月～ 7月

と10月～11月の 2回実施した．

結果：数年次まとめて報告する 0

C. 調理済および加工食品の食塩サと栄養素成分につ

いて（第 2報）

近年食生活の多様化，婦人の稼働などに伴い調理済食

品（お惣菜）が多種販売され，利用されている．

このことから，前報では秋田市内のデパート食品売場

の 142食品を調査したが，昭和56年度も引続き，いわゆ

ら1食類を中心とした調即済食品にコいて調査したので

報争する．

凋杏内容．方法．結果1こづいては資料の部 (P175) 

て恨・古する。

d. 乳幼児期の食塩摂取に関する研究

目的：秋田県の脳卒中予防上，発育期からの適切な栄

養保健指導が重要であり．これらの正しい基礎資料を得

る目的での研究である．

対象・方法：秋田県大館市・秋田市・象潟町・由利町

・雄物川町で昭和56年 1月出生した児50名とその母親50

名0Jヘア 100名を対象とした．

晶百□昭和55年12月奸娠後期時の母親から． 56年 2

月• 4月.6 月• 8月～12月． 57"]1月の各月 1回母ま

たは児応ついて調査した．
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表 5. 離乳期児の栄養素摂取量（ 1人 1日当たり）

4
6
 

＂： -

児 No. 1 * 2* 3 4* 5 6 7* 8 9* 10 

児 性 別 8 8 ら 3 二』--

平 均
皐 呈 g g 早

月 令 5カ月 9日 6カ月6日 7カ月3日 8カ月5日 4カ）］27日 5カ月2日 5カ）］28日 8カ月 19日 9カ月 17日 9カ月
--- -ゴ- -」. •̀ --- -

体重 k9 ・身 長 cm 7.8•66.0 7.2•66.0 7.8•68.0 8.0•65.0 6.0•61. 0 5.2•57.0 7.6・65.0 9.0•67.0 7. 6•64. 0 7. 55•67. 0 7.4•64.6 
-~ ··響• ・・ ・・-・ ―- - --~ ・・・̀ • →一 ごゴ ・ 一

ヵ ゥ プ指数 17.8 16.4 15.6 18.9 16.6 15.9 18.4 20.5 17.4 15. 7 
／ヽ

工 ネ Jレ ギ -kcal 207 434 698 198 577 522 72 671 636 760 478 

た ん 亡l 質g 4.0 12.0 22り 6 9 15 3 13 8 1.3 20.4 16. 7 24.0 13. 7 

動物性たん 白 質 g 2.4 9.5 20.2 4.2 15.0 13.4 0.4 16.2 6.2 21.7 10. 9 

脂 質g 6.0 19.2 32.5 6.6 29.3 27.1 0.5 21. 7 27.6 35.2 20.6 

動 物 性 脂 質g 4.7 18 1 31. 4 4 8 29 3 2 7. 0 〇̀3 17. l 10.7 33 3 17.7 

糖 質g 35 54 80 29 66 58 16 102 82 88 61 

コレ ス テ ロール mg 8 175 16 77 

゜
3 16 160 155 157 77 

飽 和 脂 肪 酸g 2.2 7 3 13 0 2 2 12 3 11. 4 0.1 7.6 4.2 13.8 7.4 

多価不飽和脂肪酸g 0.2 1 0 0 6 1 0 0 5 0.S 

゜
1. 6 2 8 1 8 l. 0 

力 Jレ シ ウ ム ng 84 275 441 96 439 393 8 315 81 475 261 

ナ 卜 リ ウ ム mg 144 209 四2 :H9 213 204 74 584 690 397 315 

食 塩g 0. 1 〇む D 7 0 9 0 5 0.5 0.2 1. 5 1 8 1. 0 0.8 

リ ン mg 80 283 483 159 351 316 24 412 250 480 284 

鉄 mg 1. 4 4.l 9. 9 0.9 7.1 6.5 0.3 8.2 2.8 8.0 4.9 

力 り ウ ム mg 100 100 201 汎91

゜
35 167 580 414 179 207 

ビ 夕 ミ ン ALU. 434 1,182 19,264 444 2,212 2,042 193 11,427 636 2,368 4,020 

ビ 夕 ミ ン＇ B1 mg 0.12 0.29 O.fi2 ll.10 (J. 49 0.45 0.02 0.41 0.27 0.57 0.34 

ヒ 夕 ミ ン B1 叩 0.14 0. 4 7 1 42 D 15 0 80 0 71 0.04 0.96 0.32 0.97 0.60 

ヒ‘‘ 夕 ミ ン＇ C mg 54 47 68 55 53 47 7 44 21 56 45 

ヒ 夕 ミ ン DI. U. 

゜
3 

゜
5 

゜ ゜ ゜
5 3 3 2 

丹塁L・ ミ）レク,,,1日 1B量 ml 母乳 6回 母 乳 31可ミ/lsク720 母乳 5lnl ミルク 8(i0 ミルク 700 母乳 5回 ミルク 340 日乳 3回ミルク 740I ミルク 100 ミルク 360 ' 
生後 2週間の栄養 人工→混今羽項人工→混合人工→母乳人工→混今 混 合人工→混合 母 乳 人工→混合母 乳母 乳

＊母乳を飲んでいるが，栄養素は計算されていない。
神岡町・ 1981.9 



表 6. 離乳期児母親の栄養素摂取鼠 (1人1日当たり）

4
7
 

児 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

年 齢 歳
平 均． 28 32 27 25 25 26 29 26 28 28 

体重 kg •身長 cm 68• 164 62•163 50・158 47 • 1 53 51・164 48・155 58•160 48. 5• 150 56•156 46•158 53•158 

体重増減 率％ 21 12 -5 -5 -9 -6 8 1 ， -13 1 
~‘~. 

ゴ． ネ ii, ギ -kcal 2.360 2.277 2,188 2,839 1,959 2,366 l, 723 1,674 I, 960 2,586 2,193 

た ん 白 質 g 80. 7 85.3 78.8 l 01 4 74.0 98.1 58.1 57.0 60.0 98.7 79.2 

動物性たん白質 g 38 9 52.0 37.4 44.9 50.2 67.3 28 0 32.5 26 3 31. 7 40.9 

脂 質 g 72.9 84.7 33.8 75.3 93. 7 86.3 36.3 75.2 53.1 83.6 69.5 

動 物 性 脂質 g 33.8 31.1 21.3 48.3 46.2 47.0 23.5 47.0 19.9 19.6 33.8 

糖 質 g 344 287 383 438 203 288 2 92 187 307 360 309 

コレステロール mg 368 349 350 305 403 279 99 318 297 348 312 

飽 利］ 脂 肪酸 ， l l. 5 11.2 3.4 5 1 10.3 9.2 1. 9 7.8 6 9 12 9 8.0 

多価不飼相脂肪 酸 g 1 9 0 26.3 6.1 1 J 8 24.5 21. l 5 1 15.4 5.8 17.9 15.3 

カ ）し ／` ‘’ ウ ム 皿 943 650 562 711 601 593 985 522 409 747 672 

ナ 卜 ') ウ ム mg 5,583 5,098 6,904 7,257 4,400 4,444 3,421 3,369 4,046 6,343 5,087 

食 塩 g 14.2 13.0 17.6 18.5 11. 2 11. 3 8.7 8.6 10.3 16.1 12. 9 

リ ン mg 1,431 1,238 1,296 1,460 1,064 1,251 1,194 838 950 1,572 1,229 

鉄 mg 8.7 8.9 9.0 13.5 9.1 12.3 8.9 8.5 6.2 13.8 9.9 

力 リ ウ ム mg 1,140 1.468 1,101 2,384 1,600 1,155 1,020 872 922 2,279 1,394 

ビ 夕 ミ ン A I.U. 1. 7 3 1 1. 274 1,463 1,829 3,412 3,547 2,269 1,939 1,735 1,348 2,054 

ビ 夕 ミ ン B1 ng 0 90 l 17 0.92 l 88 1. 06 0. 9 5 0 69 1.27 0.75 2 20 1.18 

ビ 夕 ミ ンP B2 mg 1 66 l 77 1.38 1 92 1.45 1. 77 l. 54 1.24 0.96 l. 93 1.56 

ビ 夕 ミ ン C mg 52 54 38 191 141 61 75 108 73 252 104 

ビ 夕 ミ ン D I.U. 89 17 40 241 34 354 3 6 97 8 89 

神岡町 1981.9 



表7. 離乳期児の食品群別摂取量（ 1人 1日当たり）

~^ -

児 No. 1 * 2* 3 4* 5 6 7* 8 9* 10 

児 性 別 8 8 8 8 呈 全 ， g ， ， 
平均

月 ムTJ 
5カ月 6カ月 7カ月 8カ月 4カ月 5カ月 5カ月 8カ月 9カ月 ，カ月
9 日 6 日 3 日 5 日 27 日 2 日 28 日 19 日 17 日

゜
30 55 28 

゜゜
12 145 50 28 35 

（米）

゜゜゜゜゜゜゜゜
50 28 8 

麦

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚麦 ・加工品

゜゜゜゜゜
1 

゜゜
12 

゜
1 

（パン類）

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚（めん類）

゜゜゜゜゜゜゜゜
12 

゜
1 

穀 ・加工品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚計

゜
30 55 28 

゜
1 12 145 62 28 36 

実類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚•加工品 3 20 30 

゜゜
5 

゜
25 10 18 11 

物 砂糖 ． ジャ ム 類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚菓 子 類 12 10 2 7 (] 

゜
5 15 15 

゜
7 

油 脂 頬

゜
2 5 2 

゜
1 

゜
4 2 2 2 

（植物油）

゜゜゜
1 

゜゜゜
4 2 2 1 

大 豆 ． 加 工 品 4 17 

゜
10 

゜゜゜
4 13 2 5 

性
（みそ）

゜
1 

゜
1 

゜゜゜
4 4 2 1 

その他の 豆・加工品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚果実 ． 果実缶詰 36 

゜゜
77 40 

゜
85 295 183 

゜
72 

緑 黄 色 野 菜 2 

゜
8 2 

゜
3 6 8 7 

゜
4 

そその他の野菜

゜゜
20 1 

゜
2 

゜゜
46 

゜
7 

の｛ 屹燥野菜 ゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚食 讐 野 菜 のつけもの

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚野菜 山菜・きの計こ•その缶詰

゜゜゜゜
() 

゜゜゜゜゜゚゜゜
20 1 

゜
2 

゜゜
46 

゜
7 

海 草 ． 加 工 品

゜゜゜
I （］ 

゜゜
3 1 

゜
1 

酒 類

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚品 凋 味 料 1 

゜゜゜゜゜゜゜
14 1 2 

（しょうゆ） 1 

゜゜゜゜゜゜゜
4 1 1 

（食 塩）

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚果汁・その他嗜好飲料

゜゜゜゜゜
（） 

゜゜゜゜゚魚介類•生物

゜゜゜゜゜゜゜゜
2 15 2 

魚｛ 魚介類・塩蔵・加丁品品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚゚動 介魚介顆•練製品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜ ゜類焦介類・缶詰・乾製品

゜゜゜
2 

゜
し｝

゜
3 

゜゜
1 

物
計

゜゜゜
2 

゜゜゜
3 2 

1゚5 ＇ l 

2 
肉獣，鳥鯨肉類

゜゜
36 () 

゜
（） 

゜
21 17 7 

性 ｛ 獣鳥鯨ハム・ソーセージ

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚類獣鳥鯨缶詰・加上品

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゚計

゜゜
36 

゜゜゜゜
21 17 

゜
7 

食 卵 類

゜
10 

゜
10 

゜゜
3 25 29 27 10 

乳 類

゜
7 

゜゜
0 (J 

゜
] 4 10 

゜
3 

品：に
製 品 18 80 100 10 112 100 

゜
50 

゜
115 59 

I調理

計 18 87 100 10 112 ] 0ll 

゜
64 10 115 62 

加 工 品 10 5 40 10 

゜
1 

゜゜゜
o I, 7 

総 食
,―[ 

合 叶t ＇ 86 181 296 160 152 113 111 612 411 208 1 233 nn 

1 5 3 4 1 2 1 5 4 
3 5 

3 

8 6 5 ll l 4 7 12 20 8 

1 1 1 2 

゜
1 

゜゜゜
0 I 1 

10 12 ， 17 2 7 8 17 24 8 11 

百
性
品
計
一

物

物

工

動

直

言

｀

品

数

＊母乳を飲んでいる。 （ ）内は再掲 神岡町 ］98L 9 
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表8. 離乳期児母親の食品群別摂取量 (l人 1日当たり）

.. --
児 Na 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

平均
児 性 別 8 8 ＄ 8 g ， ， ， ， g 

年 ＾ T 

． 歳 28 32 27 25 25 26 29 26 28 28 27 
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調査内容は身体計測と健康診査・栄養調査（食事買上

方式および面接聞とり方式）・血液検査・尿検査・母乳

検杏・環境調査などである．

この調査は．秋田媒IJヽ児保健会との共同研究の一環て

ある．

結果：数年次まとめて報告する．
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